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漢字の読み方というのは難しいもので、音読み、

訓読みといった別に加えて、それぞれいく通りもの

読み方があったりして何と読むのが正しいのか迷う

こともしばしばです。私 事
わたくしごと

で恐縮ですが、かつて歴

史の勉強を始めたころに漢数字の「七」を「なな」と

読んだところ、「しち」と読むようにと正されたことが

あります。そのときは「へぇ～、そうなんだ」と思いつ

つ、それでも癖で「なな」と読んでしまうことも多く、

その都度「しち」って読まなきゃいけないんだっ

け･･･と気にしていたものです。 

それからうん十年が経過し、私自身、江戸時代

の資料を読む機会が増えるなかで、「七」について

は「なな」と読んでも問題なし、それどころか「なな」

と読まなければいけない場面もあることがわかって

きました。 

江戸時代に作成された地方書
じ か た し ょ

（※農政全般に

わたる解説的手引書）に『地方
じ か た

凡例録
はんれいろく

』という資料

があります。代官
だいかん

などの支配役人が村を管理、運

営していく上で心得ておくべき事柄などを解説して

いる本で、江戸時代の最も有名な地方書といって

いい資料です。その中に田畑の面積を記録する際

の書き方や文字について記している項目（原文は

「田
た

畑
はた

畝
せ

歩
ぶ

文
も

字
じ

書
し ょ

法
ほう

之
の

事
こ と

」）があるのですが、そこ

に「員数
いんずう

の七の字ハなゝと読むこと地方
じ か た

の通法
つうほう

なり」

とあって、「七」の字については「なな」と読むことが

村方では一般的であると記しているのです。 

 

 

そして、それには理由があって「四と七の声
こえ

似
に

た

るゆへ間違
ま ち が

へ算違
かぞえちが

ひ等のなきためなり」として、四

（し）と七（しち）の読み方が似ていて間違いを起こ

さないよう、あえて「なな」と読むようにしているとい

うのです。これを見たとき、「なんだ、『なな』でもい

いんじゃない」と思うと同時に、やっぱり「しち」と読

む方が一般的なのかとも再認識した次第です。 

これからも私は江戸時代の古文書を読む際、

「七」を「なな」と読むことがいく度となくあるかと思

います。次にまた「しち」と読んだ方がいいと正され

たときは、「すいません、江戸近郊の農村の史料

ばかり読んでいるので、どうしても「なな」って読む

癖が抜けなくて････」などと言い訳しようかとも思っ

ています。 

ちなみに、『日本
に ほ ん

国語
こ く ご

大辞典
だ い じ て ん

』（小学館）によれ

ば、「七」を「なな」と読むこと自体は、『古事記
こ じ き

』や

『万葉集
まんようしゅう

』でも確認できる、古くからの読み方である

そうです。 

（地域資料専門員 保垣孝幸） 

 

 

 

 

 

 

 

七（なな）の話 
北 区 

こぼれ話 
第 186 回 

 



 

 

 

■展示期間  1 月 24 日（金）～2 月 26 日（水） 

          ■展示場所  「北区の部屋」企画展示コーナー  

北区の歴史を語る上で欠かすことのできない旧荒川。現在は河川改修などによって新河岸川や隅

田川となっています。北区域に限ってみれば 11 の橋が架かっていますが、橋が架けられた時代や

その経緯は様々です。今回の展示では、こうした旧荒川に架けられている橋について紹介します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 12 日（日）「親子で探検！中央図書館 

ナイトツアー」（企画・運営：図書館活動区民の 

会）を開催しました。あかりの消えた図書館の中 

で色々なミッションにチャレンジしたりしなが 

ら、赤レンガ図書館のひみつを解き明かしていき

ました。参加した方からは「図書館が大好きなので、普段知る 

ことのできない裏側をのぞくことができて、大変ありがたかっ 

たです」「夜というシチュエーションの特別感でテンションも 

上がり宝探し要素もあり、すごく楽しく学べました」などの 

ご感想をいただきました。 

「北区にかかる旧荒川 

（新河岸川・隅田川）の橋」 

北区の部屋 

今月の展示 

 明治 41 年（1908）、現在の北区堀船地区に下野

紡績株式会社王子分工場が設立されました。下野紡

績(株)をめぐる人々や諸会社と渋沢栄一との関わり

に注目しながら、北区域の紡績業と栄一についてお

話しします。  

【企画・運営】北区図書館活動区民の会 

■日時 2 月 22 日（土）午後 2 時～4 時 

■講師 公益財団法人 渋沢栄一記念財団 

 渋沢史料館館長 桑原 功一氏 

■申込締切日 2 月 7 日（金） 

 北区域の村々に所領（知行所）を持って

いた旗本を取り上げ、地域の村々とどのよ

うなかかわりを持っていたのか、専門家が

わかりやすくお話しします。 

■日時 3 月 8 日（土）午後 2 時～4 時 

■講師 地域資料専門員 保垣 孝幸 

■申込締切日 2 月 21 日（金） 

＝ 以下、共通 ＝ 

★会場 中央図書館 3 階ホール 

★定員 対象 40 名（抽選） 

★対象 中学生以上の区内在住・在勤・在学の方  

★申込方法 往復はがき（記入例参照）で締切日（必着）まで。 

※視覚障害のある方は電話申し込み可※聴覚障害のある方はファクス申し込み可※障害のある方で付

添いを必要としている方は付添人 1 名まで可（申し込みの際にその旨ご記入ください）。※会場にはヒ

アリングループ補聴援助システムが設置されています。 

★申込・問合先 〒114-0033 北区十条台 1-2-5 北区立中央図書館図書係 

℡5993-1125 FAX5993-1044 

歴史講演会 

「北区域の紡績業と渋沢栄一  

～下野紡績株式会社をめぐって～」 

公開歴史講座「北区の旗本」 

耳マーク 

講演会・講座 開催のおしらせ 

★
は
が
き
記
入
例
★ 

小学生向けワークショップ 

「親子で探検！中央図書館ナイトツアー」 

を開催しました！ 



【ちょっと季節外れですが・・・珍しく雪化粧の赤レンガ図書館】 
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ドキドキしながらめくった検索カード 
 
  ～楽しかったアナログな調べもの～ 

 

地域の調査や歴史の研究について効率は、

以前と比べて格段に良くなりました。インターネッ

トや、図書館の情報検索端末の普及によって、

目標としている情報がどの本に載っているのか見

つけやすくなったのです。逆に、情報にたどり着け

ない場合、簡単に見切りをつけることも多くなった

ように思います。 

 かつては、書名や著者名、分類などの検索カ

ードを用いて時間をかけて本を探すことが一般

的でした。その図書館に目的の本がなかったら、

もっと大きな図書館に行くことになるため、自分

の運命を占うようにドキドキしながら検索カードを

一枚一枚めくったものです。カードをめくっている

と、読みたい本だけでなく、似たような書名の本

も見つけて「こんな本もあるのか」と思いがけない

発見をすることもありました。また朝から夕方まで

一つの情報を探し求めて、書名・著者名・分類の

各カードや、似たような書名の多くの本に目を通

し、結局のところ徒労に終わることも珍しくありま

せんでした。そのため、やっと目標とする一文に

たどりついた時の達成感はひとしおでした。調べ

ものそのものが、苦労であると同時に「宝探し」の

ような楽しい時間でもありました。しかし、今では

ネット上で電子書籍を購入したり、古文書や公文

書の閲覧までできるようになりました。資料探しは

個人の努力や力量ではなく、情報システムの問

題へと変化していきました。 

世の中が便利になって、様々な楽しさが失わ

れました。たとえば、スマートフォンのカメラが発

達する中で、フィルムカメラが姿を消しつつありま

す。フィルムカメラの写りは現像があがってくるま

で分からず、ピントがあっていなかったり、逆光で

顔が暗かったり、一枚一枚の出来上がりに一喜

一憂していました。それだけに自分の予想を上

回る写りだったときは、とても嬉しかったものです。

今のように撮影結果がすぐに分かり、キレイに写

って当たり前というのではドキドキ感がありま

せん。思えば、私たちの社会は苦労や不確

実さを排除する方向へ進んできました。その

一方で不便さの中にあった楽しみまで失わ

れつつあります。 

たまにはデジタル機器での検索を止めて、

図書館という情報の海を手あたり次第に漂っ

てみませんか。検索カードはありませんが、

肉眼と記憶にたよるだけのアナログな本探し

はとても贅沢な時間に思えるのですが、いか

がでしょうか。 

【地域資料専門員：黒川 徳男】

 



「北区の部屋」では、北区に関わる古い写真、

地図、文書などを集めています。 

江戸時代や明治・大正時代だけでなく、昭和や

平成のものも北区の歴史を未来に伝える貴重な

資料になります。 

ご自宅に眠っているこれらの資料を捨ててし

まう前に「北区の部屋」にご一報下さい。 

お待ちしています♪ 

戦前の赤羽や十条には、様々な日本軍の施設があ

りました。終戦後、それらは連合軍に接収されＴＯ

Ｄ（Tokyo Ordnance Depot 東京兵器補給廠）な

どに使用されました。昨年 11～12 月にかけて展示

した、米国国立公文書館に保存されていたＴＯＤや

周辺の写真展示の第 2 弾です！ 

【四季折々、様々な顔をみせる赤レンガ図書館：撮影 黒川徳男】 

① 

② 

80 年前の昭和 20 年（1945 年）3 月 10 日は東京大空襲が

あった日です。北区には軍事施設が沢山あった関係で「北区の部

屋」では戦争に関する資料も集めています。出版社から発刊され

ている資料はもちろん、区民の方がまとめた資料、地域資料専門

員が監修に携わった北区総務課で作成した北区平和マップなど

など。貴重で興味深い資料があります。北区の歴史を学びながら、

現在と未来の平和に思いを馳せてみてはいかがでしょう。 

『北区平和マップ』中央図書館「北区の部屋」等で無料配布中。なくなり次第終了。 

② 【十条台のＴＯＤ第 4 地区（現十条駐屯】1955 年 8 月 4 日 

 

 

■展示期間  2 月 28 日（金）～3 月 27 日（木） 

■展示場所  「北区の部屋」企画展示コーナー 

  

  

  

      

 

 
  
 
 

 
 
 

 
  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

「米軍が撮影した戦後の北区 ＰＡＲＴ２」 

北区に関する資料をお譲りください！ 

① 【ＴＯＤ（東京兵器補給廠）のＭ4 シャーマン戦車】赤羽 1955 年 9 月 6 日 

◎資 料 紹 介◎  

《探しています》 

『赤羽・王子に残る戦争の痕跡』：Ｂ13106020 『東京の戦争と平和を歩く』：Ｂ10737568 

《書誌番号》 
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 雑誌や TV 番組の影響でしょうか、最

近「北区の部屋」には飲み屋街として知ら

れる赤羽について、「何で朝から飲める店

が多いの？」といった問い合わせが頻繁に

寄せられます。これには、かつて「工場の

まち」として栄えた北区の歴史が深く関係

してくると思われるのですが、そもそも、

北区で工業が盛んだったことをどのぐら

いの方がご存知でしょうか。 

戦前から隅田川や新河岸川沿岸には大

規模な工場が建ち並んでいましたが、戦後

になっても工場は増え続け、昭和 30 年

（1955）に 1,356 だった工場数は、高

度経済成長期にあたる昭和 43 年（1968）

には 3,356 にも達しています（『新修北区

史』東京都北区、1971 年、1067 頁）。

その後は、地価の高騰や工業用水確保の問

題、住宅地が隣接することで生じる公害問

題など様々な理由で工場の移転が進み減

少していきますが、それでも平成 5 年

（1993）の段階で「隅田川や新河岸川沿

いを中心に出版・印刷・同関連産業、化学

工業、一般機械器具製造業などを中心に多

くの工場が活発な操業活動を続け」（『区政

概要 93』、産業･経済「あらまし」）、1,793

の工場が区内にありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして現在はというと工場数は 215 に

まで減っています。かつて北区の産業の大

きな部分を占め、現在でも産業別では最も

多い工場数の出版･印刷･同関連工場でも

386 から 63 に減っており、金属製品製造

工場は 216 から 23、電気機械器具製造工

場は 109 から 12 と 10 分の 1 程度にま

で減少しています（現在の数は令和 3 年

（2021）段階のもの、令和 6 年<2024>9

月発行『北区行政資料集』）。「昔、北区は工

場のまちだったんだよ」といってもピンと

こない人が増えているのも当然なのかも

知れません。これはいい、悪いといった話

ではなく、北区という地域が担ってきた社

会的な役割が変わってきたことを示して

いるのです。 

さて、話を冒頭に戻しましょう。何故、

赤羽に朝から飲める店が多いのか。かつて

は工場で働く労働者、取り分け夜勤明けに

一杯やる客たちに応えるため朝から営業

している店が多かったといいます。しかし、

現在の北区は工場数の現状が示すように

「工場のまち」ではなくなってきています。

すなわち、赤羽の飲み屋さんたちも全く別

の理由で朝から営業しているということ

になるのです。ここでその理由を探ること

はしませんが、現象としては同じでも、そ

の理由や意味が全く異なっていることも

あるのです。 

 

 

 

 

 

【地域資料専門員 保垣孝幸】 

写真：1960 年代隅田川沿い神谷橋付近の工場群 



返信面 表面 往信面 裏面 

〈往復はがき記入例〉 

         

 

 

              

 古い写真をもとに、その場所を探しながら歩いてみるのはいかがでしょうか。 

画像に移り込んだものを手掛かりにして場所を特定して歩くのも探偵気分で 

面白いと思いますよ。 

 

 

 

  
 

 

 

  北区の旧家に残された江戸時代の古文書をテキストに、くずし字の解読方法や地域の歴史に 

 ついて学習します。 

 ＊日時  令和 7 年 5 月 9 日～6 月 13 日（毎週金曜日・全 6 回） 

14 時～16 時 

 ＊場所  中央図書館 3 階ホール 

 ＊講師  保垣孝幸 地域資料専門員 

 ＊対象  北区在住・在勤・在学で 18 歳以上 

 ＊定員  20 名（初心者優先・抽選あり） 

 ＊申込  往復はがきにて右記の往復はがき記入例にある、必須事項を 

記入の上、（記入例参照）4 月 18 日（金）（必着）まで。 

 

  

 

             講演会・講座、開催しました！ 
    

〒住所 
氏名 

講座名 

〒住所 

氏名（ふりがな） 

年齢、電話番号 

① 歴史講演会 2 月 22 日（土） 

「北区域の紡績業と渋沢栄一～下野紡

績株式会社をめぐって～」 

渋沢史料館館長 桑原功一氏をお招き

し、歴史講演会を行いました。 

製紙業のイメージが強い北区ですが、紡績

業にも関わっていたことにクローズアップ

したお話をしていただきました。 

 「今まで知らなかった北区での紡績業につ

いて知る事ができてよかった」 

「とても話が聞きやすくて、 

あっという間に時間がきて 

いました」等の感想をいただき 

ました。 

②公開歴史講座 3 月 8 日（土） 

「北区の旗本」 

当館の地域資料専門員 保垣孝幸講師

による公開歴史講座を行いました。 

北区にどのくらいの旗本がおり、どんな

暮らしぶりであったのか等、古文書を読み

解きながら、講座が進んでいきました。こち

らも大変好評で、「時代小説が好きなのでと

ても大変興味深かったです」「旗本と土地の 

人々との様子がわかって 

よかった」等の感想をいた 

だきました。 

 

 

北区の部屋 

今月の展示 
■展示期間  3 月 29 日（土）～4 月 23 日（水） 

■展示場所  「北区の部屋」企画展示コーナー  

桑原 功一氏 保垣地域資料専門員 

中止のお知らせ 

北区ニュース 3 月 20 日号でお知らせいたし

ました「古文書入門講座『古文書って面白い！』」

は、諸事情により「中止」となりました。 

振替開催は未定です。申し訳ございません。 
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赤羽自然観察公園の土地には、戦前、陸軍兵器補給廠
り く ぐ ん へ い き ほ き ゅ う し ょ う

がありました。兵器の調達・保管・修理・供給な

どを実施する兵站
へいたん

（後方支援）の拠点でした。戦後、アメリカ軍は、ここを TOD（Tokyo Ordnance Depot=東

京兵器補給廠）第 2 地区として使用しました。第 2 地区には、戦車の修理工場や、燃料や塗料の地下格

納庫であるケミカルデポがあり、戦車を貨車に積むためのランプ（貨物用プラットホーム）がありました。そし

て、現在、自然観察公園になっている楕円形の広く平坦な土地は、戦車の試運転場として用いられたので

した。ただし、この土地には問題がありました。それは湧き水です。現在でも赤羽自然観察公園の湧き水は

「東京の名湧水 57 選」の一つとなっています。つまり試運転場にもかかわらず、土地がぬかるんでいたので

す。この試運転場については、米軍が撮影した写真が残されています。昭和 30 年（1955）の撮影で、アメ

リカの国立公文書館が保存していました。 

これらの写真を板橋区教育委員会文化財係が調査・複写し、その画像データを「北区の部屋」にご提供

いただきました。この試運転場の写真では、たくさんのキ

ャタピラが地面に敷き詰められていることが確認できます。

そしてトラックが走行しています。軟弱な土地であっても、

キャタピラを敷くことにより、トラックが走行できるように改

善されたのでした。 

 この土地に敷かれたのは、キャタピラだけではありませ

んでした。赤羽 RTO（Railway Transportation Office= 

米軍輸送事務所）に派遣されていた国鉄職員だった方

は次のように回想しています。「この土地の凹
く ぼ

地に戦利

品となった日本の戦車、装甲車などを埋め立て、さらに

占領軍命令で豊太閤
ほ う た い こ う

なみに全国の庶民から刀狩りをし

て集めた刀剣や猟銃も火焔放射器で焼却して埋め、戦

車の試走場としていた」（松本守博『米軍輸送と朝鮮戦争』）。占領軍は、日本陸海軍の武装解除をしただ

けではなく、民間にあった日本刀などの武器も接収しました。それらの一部は焼却され、試走場に埋められ

たのです。刀身は燃えなくても、鞘
さ や

や柄
つか

は燃えたのでしょう。米兵が大量の日本刀を一本ずつ選別したとは

考えにくく、おそらく十把ひとからげで処分していったものと思われます。これら赤羽の TOD に集められた日

本刀は、赤羽刀と呼ばれています。残された赤羽刀は、その後、東京国立博物館に保管され、さらに歴史

的価値が高いものについては、全国の博物館に無償譲渡されていきました。 

 【地域資料アドバイザー 黒川 徳男】 

 
〔写真〕赤羽の戦車試運転場  

米国国立公文書館所蔵 板橋区教育委員会調査 



         

 

 

 令和 6 年（2024）12 月 7 日、自衛隊十条駐屯地にてヘリコ 

プター体験搭乗が催されました。十条駐屯地上空ではドローンの 

飛行が禁止されているため、その周辺の街並みを空から見る貴重 

な機会となりました。ヘリコプターは、十条から北とぴあ、田端 

操車場、スカイツリーや新宿副都心など東京 23区の主要な地点を周回し、十条に帰ってきました。

天気も良好で、冬の空気は澄み渡り、空からの撮影には絶好の機会でした。今回の展示では、この

体験搭乗で撮影した写真を展示いたします。 

 

        

 
       

「北区の歴史はじめの一歩」は私たちの住む北区をもっとよく知って

もらうために、北区を7地区に分けて作成した地域学習の入門書です。

それぞれの地区の特徴をわかりやすい解説と目で見て理解しやすい多

くの図版で紹介しています。毎年学校を通して、区立小学校 3 年生児

童全員に該当する地区編をお配りしています。 

また、区内全図書館で閲覧・貸出ができ、下記場所で販売もしてい

ますので、ぜひご覧ください。 

販売場所：中央・滝野川・赤羽図書館、飛鳥山博物館、区政資料室（区役所第一庁舎

1 階）及び、区内一部書店 ＊詳しくはお問合せください。    

販売価格：400 円 

 

 

 

 

 

  2025 大河ドラマ「べらぼう」は蔦屋重三郎のお話です。時代は 18 世紀半ばの江戸、天下泰平の世と言われてい

たころのお話。吉原大門前に書店を開き、書籍の編集・出版業を手掛けたのが蔦屋重三郎その人でした。 

 「喜多川歌麿」や「葛飾北斎」、「東洲斎写楽」などの浮世絵師の名作も世に送りました。 

 地域資料の本の中にも、浮世絵や今の時代のかつて吉原があった場所に関する本が置いてあります。 

 華やかだったころの江戸時代に思いをはせてみてはいかがですか？ 

  『浮世絵と古地図でめぐる江戸名所散歩』 大石 学/著 ＪＴＢパブリッシング    書誌番号：Ｂ10999376 

  『図説浮世絵に見る江戸吉原』      佐藤 要人/【ほか】著 河出書房新社   書誌番号：Ｂ10608150 

  『見てきたようによくわかる蔦屋重三郎と江戸の風俗』 

日本史深堀り講座/著 青春出版社           書誌番号：Ｂ13441661 

  『名所物語 浮世絵にみる北区の江戸時代』北区飛鳥山博物館/著 北区教育委員会  書誌番号：Ｂ13123998 

書誌番号：Ｂ13463520 

■展示期間  4 月 25 日（金）～5 月 28 日（水） 

■展示場所  「北区の部屋」企画展示コーナー 

2025 大河ドラマ 

「べらぼう」の世界の本 

北区の部屋 

今月の展示 
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「北区の部屋」では、江戸時代に滝野川

村で絞油業
こうゆぎょう

 を営んでいた戸部家に伝存
でんそん

 し

た千両箱を保存しています。所蔵の経緯に

ついては、すでに第 46 回の 「こぼれ話」で

紹介しているのでそちらを参照していた

だければと思いますが、元治
げ ん じ

元年
がんねん

 （1864）

11 月に当時の当主戸部弥惣治
や そ う じ

 のもとで製

作されたことが知られる正真正銘の江戸

時代の千両箱です。 

この千両箱、写真のように箱本体は木製

ですが四辺は金属で補強され、持ち手部分

も金属製になっています。箱は鍵がかけら

れるようになっており、そこも金属製です。

大切な金銀を入れておく訳ですから当然

といえば当然なのですが、金庫のようにと

ても重厚に作られていることが確認でき

ます。そのため、この箱はそれなりの重量

があり、実際に測ってみると 3.5kg もあり

ました。 

さて、千両箱ですからここに小判で金千

両入っていたと仮定しましょう。一口に江

戸時代の小判といっても時代によって大

きさや重さが異なるのですが、最も流通量

の多かった元文
げんぶん

元年
がんねん

 （1736）に改 鋳
かいちゅう

された

元文小判や、その後文政
ぶんせい

 2 年（1819）に

鋳 造
ちゅうぞう

 された文政小判だと 3.5 匁
もんめ

 、凡
およ

 そ

13.125g で、千両集まれば 13kg 以上にな

ります （ちなみに天保
てんぽう

小判だと 3 匁なので

凡そ 11kg ちょっとです）。これに箱自体の

重さが加算されるので千両入った千両箱

だと 16.65kg ぐらいになっていたことがわ

かります。実感するとしたら 5kg の米を 3

袋にさらに 2kgの米袋を足したぐらいとい

ったところでしょうか。 

 よく時代劇などでは千両箱を担いで屋根

の上を走り逃げる盗賊などが描かれます。

しかし、実際に 17kg 近い荷物を担いで走

り回るというのは、そう簡単なことではな

かったと思います。追っ手から逃げると猶
なお

更
さら

 でしょう。時代劇がこうした事実を

捨 象
しゃしょう

 しフィクションとして描いているの

か、それとも、彼ら盗賊たちが 17kg を担

いで走り回れる屈強のアスリートという

前提で描かれているのか定かではありま

せん。 

 友だちと鬼ごっこをして 17kg の荷物を

肩に担いだままでも逃げ切れると自信の

ある方、江戸時代だったら稀代の大泥棒に

なれたかも知れません。ただ、千両盗むと

死罪確定の大犯罪ですので、その点はお忘 

れなく。 

 

 

 

 

 

戸部家に伝存した千両箱 

 【地域資料専門員 保垣 孝幸】 

<千両箱の大きさ>

縦 44cm×横 16cm 

高さ 15 cm 



 

北区の部屋     

今月の展示 

 ■展示期間  5 月 23 日（金）～6 月 25 日（水） 

 ■展示場所  「北区の部屋」企画展示コーナー 

  明治 43 年（1910）に刊行された『東京近郊名所図会』は、王子周 

辺の滝について「王子の七滝」として紹介しました。 

今月の展示では、この「王子七滝」を中心に、江戸時代以来多くの 

行楽客を集めていた王子周辺の滝について紹介する展示です。 

ぜひ、お楽しみください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「名所江戸百景 王子不動之滝」 

国立国会図書館所蔵 

 

「馬に乗った大蛇」 (制作：NPO 法人アドリブ)

東京北区のむかしばなしシリーズ（12 場面） 

～昔むかし、赤羽と稲付のあいだの谷間に、森がありました。 

森の中には、「亀ケ池」という大きな池があって、古くから 

雄と雌、二匹の大蛇が棲みついていました～ 

東京都北区に伝わる、昔話「馬に乗った大蛇」が 

紙芝居になりました。北区に伝わる昔話や伝説を題 

材にした、東京北区のむかしばなしシリーズの 1 冊 

です。 

水の神様と蛇のかかわりや赤羽の亀ケ池について 

の解説書付きです。                          

区内各図書館で貸出できるほか、中央図書館と区 

内一部書店で販売しています。（2,000 円/税込） 

また、「王子のきつね」「豊島のだいだらぼっち」 

も同様に販売しております。 

新刊かみしばいのご案内 

書誌番号（B13491480） 

中央図書館「北区の部屋」では、 

北区の歴史に関わる資料を探しています！！  

みなさんのお宅に、北区に関わる古い写真や地図・文書などは眠っていま

せんか？中央図書館「北区の部屋」では、このような資料を地域資料として

収集しています。江戸・明治・大正期だけでなく、昭和・平成期の資料も地

域を知るための大変貴重な資料となりますので、お心あたりのある方はぜ

ひご一報ください。 

第１８９号の紙面にて「北区の歴史はじめの一歩 赤羽西地区編 改訂版」の販売価格を 500 円と掲載しておりましたが、正

しくは４００円です。訂正してお詫び申し上げます。


